
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

注ｌ政当十ろロには．レ印を記入してください．特定卒魚者以外の本麺者の力はし印のn入は不要です．

２「基巾年度」とは計画)９１mの伽年度を、「目標年度」とは計画jiiInlの最終年度を、「報包f年度」とは叶西期１mのうち、今回報告の対象となる年度をいいます．
３１蕊寵麺露｣.とＩさ末繩麺VP蕊所籍の鍵旙印｡漣のﾆﾈﾙｷﾞﾏの煙ｌＭに伴い発生する唾効果ｶﾞｽを、「伯送車両排出区分｣とは自助'1[迎送事業者については使用の本拠の位匠を京都府内とする邸両
の排出＋ろ沮竃効果ガスを、肢iii事案者については保有する貨佑ＴＩ[両又は旅客血両の排IHI十るin室効果ガスを、「その他排出区分」とは上記以外の束邨府内における事】E所等のり瓜粟活助に伴い発生+ろ沮竃効果ガス
をいいます。

４鎮拠塗旦の轌鋒ガェ蠅箪等｣の｢用途区分｣には.。◎工H1・事務所などの用途を記入してください．「原単位の掬標｣には､分子の｢二酸(欧串換算｣の下に分母となる揃楓(生産数仕､廷ぺ床面
積．走行匝薩等）をRa入してください。

５「その他の地球ｉｎ限化対策による沮竃効采ガスの月11城Bk等」のうち「森*１sの保全及び；[伯」の「ロ侭年度（計画）』欄にはﾛ1画jUIlm中のロ檀の累計を、『概街年度（実績）」梱には爽紙の累叶を挺入してください．

６「特記本項」には、平成２年度（１９９０年度）を基軍とした排出吐の対比や、省エネ製品四発など他者のi且竃効果ガス排出刑波への貫献、グリーン国璽の採用、特定フロンなどの条例揖定外の趣$効果ガスの､１枚
などを混入して<ださし､．

住所（法人にあっ
ては、主たる１F務
所の所在地）‐

広島県福山市曙町一丁目１２番１５号

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

株式会社エフピコ代表取締役小松安弘

事業者の主たる
業種 プラスチック製容器製造業

該当

要件
する率業者

Ｐ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

｢嘉il駿琶魑魑化対策条例施行規則鰭'0条露蝪又は鏑3号鱗当事蕊着
「

(大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 干成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

エネルギー消費効率の改善・生産性向上により２．７％の温室効果ガスの削減を目指す

推進体制

工場長を長とする環境経営体制の設匝実施計画の作成と実斌及び進捗管理システムを構築する

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体

的な取組及び措
腫の状況

年度

２０～２１ 

２１～２２ 

２２～２３ 

設備、対象、工程等

工場製造部門

エ鍋製造部門

工場製造部門

措腫内容

トレー生産ショット当り肛力丘基準年度比2.7％削減

甑力趣遷寧年度比5.0％削減

３７KWコンプレッサーのインバーター化、エアコンを省エネタイプに変更

温室効果ガスの
排出丑等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

ｃその他排出区分

排出合計

実綴に対する自己評価

麩牢手度（栞i園）

(１９〕年度
(二験化炭素換卯）

目標年度（計画）

(２２）年度
(二酸化嵐秦換算）

増減率
(計画）

報吉年度（異淑）

(２１）年度
(二敗化興索換算）

（ 

3,162.0ｔ 3,077.0ｔ -2.7船 3,120.9ｔ -1.3船

ｔ ｔ 船 ｔ 船

ｔ ｔ 船 ｔ 船

*13,162.0ｔ ＊３3,077.0ｔ -2.7船 ＊ｑ' 3,120.9ｔ -1.3％ 

基準年度より減少しているが、目標年度数値まで減少するよう目指す。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出趾等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（叶面） 報告年度（実績） 増減率（実級）

乳 船

船 船

船 鉛

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減趾等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した愈力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減丘等合計

目標年度（計画）

ⅢRlnH等 (二鹸化炭素換算）

(益伯面積） hａ 吸収丘） ｔ 

(利川丘〕 ｍｏ １１Ｉ城Bk） ｔ 

(兜肛趾） kwｈ １１１域且） ｔ 

(鶴供給趾） GＪ ､Ｉ滅赴） ｔ 

u#入阯） kwｈ i11城仕） ｔ 

(2件入孟） ｔ (削城蔵） ｔ 

巾３ｔ

報告年度（実紙）
取 11仕竿 (二日 化炭索換抑）

(城(H而積） bａ (吸収低） ｔ 

(利用段） ｍロ (削減趾） ｔ 

(死近且） kwｈ (削減nt） ｔ 

(鵠供給丘〕 GＪ (､l減量） ｔ 

(購入丑） kwｈ (刷械丘） ｔ 

(I#入肚） ｔ (刷械丑） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計－，u按等合冊）

基準年度（実績）

＊１3,162.0ｔ 

目標年度（肝画）

“)-(｡S）３ＤＯ77.0ｔ 

増減率（１１+画）

-2.7％ 

報告年度（実績）

(ｕＩ－〔輻）3,120.9ｔ

増減率（実績）

-1.3％ 
地球温暖化対策
に資する社会貢
献活戯

空鯛の妓適化（クールピズ、ウオームピズ）を確実に実施し電気量削減を実施しています。

特記事項

食品トレーを自主的・積極的に回収し、エートレーを製造することで、原材料の使用避を削減しております。
環境配慮設計を行うことで、省資源（リデュース）化を推進しています。
また当社ではトレーリサイクル製品（エコトレー）の生産販売の拡大を図っています。


